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可視光に対して光異性化反応を起こすアゾポリマー薄膜に、波長 532nm の螺旋波面を有す

る連続波光渦を照射すると、螺旋波面を反映したキラルな表面レリーフが形成されること

が明らかとなった[1,2]。 

われわれは、近赤外超短パルス光渦をアゾポリマー薄膜に照射した時に二光子吸収を介し

て形成される表面レリーフに対する光渦の軌道角運動量と円偏光のスピン角運動量の寄与

について報告する。 

使用したアゾポリマーPoly-Orange-Tom-1は、赤外領域には吸収帯を持たない (Fig. 1)。近赤

外超短パルスレーザー光(波長：1.03µm、パルス幅 : 10ps)を螺旋位相板と 1/4波長板によっ

て円偏光光渦に変換し、対物レンズ(NA0.9)でアゾポリマー薄膜表面に集光した。集光スポ

ット径は~4µm、光強度は~640kW/cm2 であり、レーザーの照射時間は 300 秒であった。薄

膜に形成されたレリーフ画像を Fig. 2 に示す。光渦の軌道角運動量と円偏光のスピン角運

動量が同符号の場合、螺旋を巻いたキラルな表面レリーフが形成された(Fig. 2(a))。また、

レリーフの直径はスポット径の約 0.75倍にあたる 3μmであった。これに対して、スピン角

運動量が軌道角運動量と逆符号の場合、中心部が隆起したアキラルなレリーフが得られた

(Fig. 2(b))。これはスピン角運動量が軌道角運動量に変換されて相互作用した結果できる縦

電場の効果で説明できる。 
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Fig.1 Absorption spectrum of the azo-

polymer used in our experiments. 

 

Fig.2 (a), (b) AFM images of two photon absorption induced surface 

reliefs in azo-polymer film with illumination of optical vortices with a 

total angular momentum of 2 and 0. 
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